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【はじめに】 

ビッグバン直後の宇宙進化[1]や宇宙初期銀

河の誕生過程[2]など宇宙初期状態を詳細に知

るためには、ミリ波・サブミリ波帯の広視野・

高分解能でのサーベイ観測が重要である。さら

に地上観測では大気吸収の影響が少ない周波

数帯域に対応するように検出器システムを最

適化する必要がある。 

本研究グループは、検出器と同一チップ上に

分光器を配置することで、従来の光学系による

分光に比べ、小型・軽量なミリ波分光観測シス

テムを提案してきた[3,4](Fig.1)。分光器は、広

帯域アンテナと、超伝導回路を用いた平面バン

ドパスフィルタで構成され、検出器には多素子

化が容易かつ、高感度を実現可能な力学インダ

クタンス検出器（MKID[5]）を用いる。ミリ波

を検出する MKID 部分のみアルミ膜を用い、

その他のアンテナ、フィルタ、伝送線路はニオ

ブ膜で作製した。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic view of on-chip spectrometers. 

【冷却光学試験】 

 デバイスを理研クリーンルームで作製し、

0.1 K 希釈冷凍機を用いて光学評価を行った。

ミリ波を冷凍機内部へ導入する窓からの入熱

を抑えるため、高密度ポリエチレン、PTFE 樹

脂、66-ナイロン、RT-MLI[6]を用いてテラヘル

ツ波帯以上の周波数をカットする光学フィル

タを構成した。UTC-PD を用いたフォトミクサ

から照射されたミリ波(150 GHz)の検出に成功

し(Fig.2)、デバイスの動作を確認した。引き続

きアンテナ及びフィルタの周波数特性を詳細

に評価中であり、講演ではこれらの結果も報告

予定である。 

 

Fig. 2 Detector responses to mm-wave photons. 
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